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《
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こ
こ
で
は
、
一
覧
の
7
0
を
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
美
濃
国
遠
山
面
手
向
郷
地
頭
職
を
め
ぐ

る
訴
人
長
井
仁
源
代
野
面
と
論
人
遠
山
野
心
孫
子
弾
車
棒
心
光
の
相
論
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
相
論
に
つ
い
て
は
す
で
に
山
家
浩
樹
氏
が
仁
政
方
に
注
目
し
つ
つ
引
付
(
内
談
)
方
と
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
連
さ
せ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
簡
単
に
相
論
の
経
過
を
み
て
お
こ
う
。

 
訴
人
長
井
側
の
主
張
に
よ
る
と
、
右
の
所
職
は
、
祖
父
時
秀
が
文
永
九
二
二
七
二
)
年
三

月
十
三
日
拝
領
し
相
伝
し
て
い
た
。
論
人
遠
山
側
の
主
張
に
よ
る
と
、
右
の
所
職
は
景
廉
以
来

相
伝
知
行
し
て
い
た
が
、
文
永
年
中
収
公
さ
れ
、
返
付
を
求
め
る
も
実
現
せ
ず
、
 
「
元
弘
収
公

地
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
か
ら
、
訴
人
長
井
側
は
、
元
弘
の
動
乱
期
、
幕
府
方
と
し
て

戦
っ
た
時
期
が
少
な
く
と
も
存
在
し
、
そ
の
た
め
に
右
の
所
職
を
新
政
府
に
よ
っ
て
切
戸
さ
れ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
後
に
訴
人
側
は
、
 
「
重
ね
て
手
向
郷
を
召
し
放
た
る
る
の
条
」
と
主
張

し
て
い
る
の
で
、
一
回
目
の
召
放
と
は
こ
の
元
弘
収
公
地
の
こ
と
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
訴
人
長
井
側
は
、
建
武
四
(
＝
二
一
二
七
)
年
五
月
二
十
二
日
、
 
「
窯
元
可
領
掌
」
と

の
内
容
の
還
補
下
文
を
得
た
。
と
こ
ろ
が
、
論
人
側
の
主
張
に
よ
る
と
、
遠
山
側
は
、
 
「
最
前

御
方
に
馳
せ
参
じ
、
抜
群
の
忠
を
致
」
し
た
た
め
、
 
「
武
家
御
吹
挙
」
に
預
か
り
、
元
弘
三
(
一

三
三
三
)
年
十
月
五
日
後
醍
醐
天
皇
論
旨
に
よ
っ
て
右
の
所
職
を
「
宛
賜
」
わ
り
、
兵
庫
嶋
に

お
い
て
武
家
の
「
御
下
文
」
を
得
て
知
行
に
及
ん
で
い
た
。
黒
馬
下
文
を
得
た
訴
人
長
井
側
は
、

論
人
遠
山
側
を
「
押
領
」
と
(
幕
府
へ
)
訴
え
た
が
、
訴
人
長
井
側
が
還
補
下
文
を
獲
得
し
て

い
た
た
め
、
論
人
遠
山
側
は
庭
中
に
及
び
、
暦
応
二
(
＝
二
一
二
九
)
年
三
事
八
日
、
右
の
所
職

Qo
ｰ
巳
。
匡
署
く
》
］
≦
○
↓
○

半
分
を
、
さ
ら
に
同
年
十
二
月
二
十
六
日
残
り
の
半
分
を
下
文
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
。
先
の
還

補
下
文
と
は
直
義
の
発
給
し
た
下
文
、
論
人
遠
山
側
が
獲
得
し
た
「
宛
行
」
下
文
と
は
尊
氏
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発
給
し
た
下
文
と
山
家
氏
は
指
摘
さ
れ
た
が
、
従
う
べ
き
見
解
だ
と
い
え
よ
う
。

 
そ
こ
で
、
訴
人
長
井
側
は
次
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
捧
)
 
 
 
 
 
 
①

 
囚
於
仁
政
方
言
安
堵
之
由
、
頼
持
棒
申
状
之
間
、
於
内
談
有
沙
汰
之
刻
、
持
持
亦
於
恩
賞

 
 
方
為
斎
藤
左
衛
門
大
夫
利
泰
奉
行
、
当
郷
以
下
本
領
相
違
事
血
止
子
細
、
不
道
行
之
由
、

 
 
 
 
 
②

 
 
就
愁
申
、
可
糺
明
聖
旨
、
被
仰
内
談
詑
、
思
為
雑
賀
民
部
大
夫
貞
尚
奉
行
、
依
尋
下
露

 
 
 
 
(
捧
∀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③

 
 
房
、
棒
陳
状
詑
、
召
決
両
方
於
内
談
座
之
虚
、
 
(
前
、
後
略
)
 
 
 
 
(
一
覧
の
7
0
)

ま
ず
仁
政
方
へ
訴
え
、
 
「
内
談
」
で
沙
汰
が
あ
っ
た
が
、
恩
賞
方
へ
も
訴
え
て
い
る
。
山
家
氏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

は
、
仁
政
方
が
直
義
の
管
轄
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
首
肯
さ
れ
よ
う
。
注
目
し
た
い
の
は
、
恩
賞

方
へ
訴
え
た
と
こ
ろ
、
 
「
糺
明
す
べ
き
の
旨
」
を
「
内
談
」
へ
仰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
「
内
談
」
 
(
傍
線
②
)
は
、
山
家
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
引
付
内
談
方
と
考
え
ら
れ
る
。
で

は
、
誰
が
「
仰
」
の
主
体
か
と
考
え
る
と
、
や
は
り
尊
氏
で
は
な
い
か
と
思
う
。
尊
氏
に
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
注
進
状
」
を
「
引
付
」
に
与
奪
す
る
よ
う
に
命
じ
た
史
料
を
他
に
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
内
談
方
(
傍
線
③
)
で
審
理
が
な
さ
れ
、
結
局
論
人
側
の
勝
訴
と
な
っ
た
。

 
以
上
の
経
過
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
直
義
の
安
堵
下
文
と
尊
氏
の
恩
賞
充
行
下

文
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
訴
人
側
が
、
仁
政
方
の
み
で
な
く
恩
賞
方
へ
も
訴
え
、
そ

の
結
果
、
 
(
お
そ
ら
く
)
尊
氏
の
仰
せ
に
よ
っ
て
引
付
内
談
方
で
の
審
理
が
な
さ
れ
裁
許
に
至
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
検
討
し
た
い
の
は
、
傍
線
①
、
②
の
「
内
談
」
の
関
係
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

両
者
が
別
々
の
易
合
と
同
じ
場
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
問
題
と
な
る
の
は
、
両
者
が
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
、
つ
ま
り
機
構
上
、
い
わ
ば
縦
の
関
係
か
、
そ
れ
と
も
横
の
関
係
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か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
っ
前
述
の
よ
う
に
こ
の
場
合
、
傍
線
②
(
そ
し
て
③
)
の
内
談
を
引

付
内
談
と
み
る
理
解
は
動
か
な
い
か
ら
、
傍
線
①
の
内
談
を
仁
政
方
と
引
付
内
談
方
の
ど
ち
ら

の
も
の
と
み
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
傍
線
①
の
内
談
を
仁
政
方
の
も
の
と
み
た

場
合
を
考
え
よ
う
。
だ
が
、
囚
の
史
料
の
み
で
は
傍
線
①
、
②
の
内
談
の
関
係
は
決
定
で
き
な

い
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
、
引
付
(
内
談
)
方
と
仁
政
方
の
関
係
を
い
わ
ば
縦
の
関
係
と
指
摘
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ
た
の
は
、
山
家
氏
と
家
永
遵
嗣
氏
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
少
な
く
と
も
二
つ
示
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
つ
は
、
室
町
幕
府
追
加
法
六
、
七
条
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
稿

で
検
討
を
加
え
、
い
わ
ば
横
の
関
係
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
。

今
一
つ
は
次
の
史
料
で
あ
る
。

 
匝
所
詮
、
於
引
付
御
沙
汰
者
錐
張
芝
何
ヶ
度
、
難
事
行
之
上
養
被
下
彼
奉
行
於
仁
政
方

 
 
被
経
厳
密
御
沙
汰
、
 
(
こ
こ
で
は
事
書
部
分
で
な
く
本
文
か
ら
引
用
し
た
。
前
、
後
略
)

こ
れ
は
、
永
和
元
(
＝
二
七
五
)
年
卯
月
日
付
東
寺
雑
掌
申
状
案
の
一
節
で
あ
る
。
し
か
し
、

結
論
の
み
を
述
べ
れ
ば
、
こ
の
固
に
よ
っ
て
も
、
引
付
方
と
仁
政
方
が
上
下
関
係
に
あ
っ
た
か
、

並
列
関
係
に
あ
っ
た
か
、
二
つ
の
解
釈
の
可
能
性
が
残
り
、
ど
ち
ら
か
を
團
の
み
に
よ
っ
て
断

定
す
る
に
は
ま
だ
根
拠
が
不
十
分
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
囚
と
同
じ
と
い
え
よ

う
。 

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
史
料
か
ら
考
え
る
限
り
、
内
談
を
経
て

評
定
へ
上
程
さ
れ
る
と
い
う
あ
り
方
を
引
付
(
内
談
)
方
、
心
事
方
で
確
認
で
き
る
の
で
あ
る

か
ら
、
仁
政
方
に
仁
政
内
談
を
確
認
で
き
る
以
上
、
仁
政
方
も
引
付
(
内
談
)
方
、
禅
律
方
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソ

同
じ
位
置
に
機
構
上
あ
っ
た
と
考
え
て
お
い
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 
で
は
、
傍
線
①
の
内
談
を
引
付
(
内
談
)
方
の
も
の
と
み
た
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の

場
合
、
と
も
に
引
付
内
談
で
あ
る
か
ら
右
に
述
べ
た
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
直
義
の
安
堵
下
文
を
根
拠
と
し
た
訴
え
は
、
仁
政
方
へ
提
訴
さ
れ
た
が
、
引

付
内
談
へ
ま
わ
さ
れ
、
そ
の
後
訴
人
側
の
恩
賞
方
へ
の
愁
訴
の
結
果
、
さ
ら
に
引
付
内
談
方
へ

指
示
が
出
さ
れ
審
理
が
開
始
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
、
例
え
ば
な
ぜ
仁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
2
∀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
.
 

政
方
か
ら
引
付
内
談
へ
ま
わ
さ
れ
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

 
直
義
安
堵
下
文
を
根
拠
と
し
た
武
士
が
、
尊
氏
充
行
下
文
を
得
た
武
士
と
対
立
し
た
場
合
、

最
初
、
仁
政
方
へ
提
訴
し
て
い
る
点
は
、
こ
の
提
訴
時
期
は
い
っ
か
、
こ
の
事
例
を
ど
こ
ま
で

一
般
化
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
で
な
お
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
は
い
え
、
山
家
氏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
3
∀

も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
仁
政
方
の
性
格
を
考
え
る
上
で
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
う
。

5

 
小
論
の
検
討
は
、
具
体
例
の
考
証
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
っ
た
が
、
一
応
次
の
よ
う
な
考

え
の
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
社
会
の
大
き
な
激
動
の
中
で
、
政
治
を
担
っ
た
幕
府
、

朝
廷
は
、
い
わ
ゆ
る
政
治
改
革
、
権
力
集
中
の
方
向
で
こ
の
危
機
に
対
応
し
て
い
っ
た
と
み
な

 
 
 
 
 
 
(
1
4
)

さ
れ
て
き
て
い
る
。
小
論
は
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
日
本
の
い
わ
ゆ
る
変
革

の
あ
り
よ
う
を
解
明
し
て
い
く
作
業
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
特
に
、
当
該
期

の
政
治
勢
力
の
中
で
最
も
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
室
町
幕
府
の
政
務
機
構
の
あ
り
よ
う

を
、
直
義
裁
許
状
に
あ
ら
わ
れ
る
諸
問
題
を
通
し
て
検
討
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
検

討
の
結
果
を
簡
単
に
ま
と
め
、
若
干
の
課
題
を
述
べ
て
結
び
と
し
よ
う
。

 
ω
直
義
裁
許
状
を
形
式
面
で
み
る
と
、
 
「
仰
」
の
文
言
が
な
く
、
書
止
文
言
は
「
下
知
如
件
」

と
「
状
案
件
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
の
六
波
羅
裁
許
状
と
形
式
面
で
は
同
じ
で
あ
る
。

 
②
直
義
裁
許
状
の
対
象
地
域
は
九
州
か
ら
東
国
ま
で
及
ぶ
が
、
現
存
裁
許
状
に
よ
る
と
約
8
6
％

は
九
州
を
の
ぞ
く
西
国
を
対
象
と
し
て
い
る
。

 
㈹
直
義
裁
許
状
に
み
え
る
「
漸
漸
」
は
、
何
ら
か
の
形
で
幕
府
等
に
よ
り
処
分
さ
れ
た
後
で

問
題
が
生
じ
た
た
め
裁
許
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 
ω
闘
所
に
関
し
て
引
付
方
の
審
理
と
な
っ
た
場
合
、
引
付
方
は
閾
所
次
第
を
尋
ね
て
お
り
、

引
付
方
は
直
接
閾
所
を
管
轄
下
に
お
い
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
㈲
幕
府
は
、
所
領
の
預
人
が
敵
方
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
所
領
が
本
所
領
で
あ
れ
ば
収
丸
し

な
い
と
い
う
判
断
を
示
し
て
い
た
が
、
貞
和
三
(
一
三
四
七
)
年
十
二
月
、
北
朝
の
勅
許
を
得

て
本
所
領
職
人
で
あ
っ
て
も
敵
方
と
な
れ
ば
そ
の
跡
を
収
逸
す
る
と
の
立
法
を
幕
府
が
行
っ
て

い
た
と
い
う
幕
府
奉
行
人
の
主
張
を
確
認
し
た
。
こ
こ
に
、
幕
府
の
対
応
に
一
定
の
変
化
を
指

摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
務
の
中
心
に
い
た
直
義
が
、
こ
の
対
応
の
変
化
と
無
関
係
で
あ
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
(
こ
の
点
、
な
お
検
討
の
余
地
を
残
す
が
)
。

 
㈲
少
な
く
と
も
直
義
執
政
期
の
仁
政
方
と
引
付
(
内
談
)
方
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
決
定
的
な
史
料
が
な
く
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
史
料
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
仁
政

方
と
引
付
(
内
談
)
方
は
機
構
繕
い
わ
ば
横
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

 
以
上
で
あ
る
。
直
義
裁
許
状
に
つ
い
て
も
ま
だ
検
討
す
べ
き
点
は
残
さ
れ
て
お
り
、
小
論
で

ふ
れ
た
寄
合
方
と
政
所
の
関
係
、
あ
る
い
は
幕
府
中
央
の
裁
許
の
前
提
と
も
な
る
各
地
域
の
在

地
秩
序
の
あ
り
よ
う
な
ど
課
題
は
多
い
が
、
今
後
の
検
討
を
期
し
て
欄
筆
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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(
注
)

(
1
)
、
山
家
氏
「
室
町
幕
府
訴
訟
機
関
の
将
軍
親
裁
化
」
 
(
『
史
学
雑
誌
』
九
四
-
一
二
、
一

九
八
五
年
)
四
-
五
頁
。

(
2
)
、
山
家
氏
注
(
1
)
論
文
四
頁
。

(
3
)
、
(
4
)
、
注
(
1
)
に
同
じ
。

(
5
)
、
建
武
四
年
九
月
二
日
付
(
『
増
補
続
史
料
大
成
 
八
坂
神
社
記
録
四
』
三
七
六
頁
)
。

 
こ
れ
は
正
文
で
は
な
く
署
判
部
分
も
「
御
判
」
の
み
だ
が
、
守
護
仁
木
頼
章
に
対
し
て
「
状

如
件
」
の
書
止
文
言
を
も
つ
文
書
で
指
令
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
署
判
者
は
尊
氏
と
考
え
た
。

(
6
)
、
山
家
氏
注
(
1
)
論
文
三
一
四
頁
。

(
7
)
、
家
永
氏
「
足
利
義
詮
に
お
け
る
将
軍
親
裁
の
基
盤
」
 
(
『
中
世
の
法
と
政
治
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
二
年
)
一
〇
三
、
一
一
〇
1
一
頁
。

(
8
)
、
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
両
氏
編
『
中
世
法
制
史
料
集
二
』
 
(
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
)

所
収
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソ

(
9
)
、
拙
稿
「
南
北
朝
期
室
町
幕
府
の
政
務
機
構
」
 
(
『
九
州
史
学
』
一
〇
九
、
一
九
九
四

年
)
。

(
1
0
)
、
東
寺
百
合
文
書
え
1
一
〇
。

(
1
1
)
、
拙
稿
注
(
9
)
論
文
参
照
。

(
1
2
)
、
こ
の
点
、
山
家
氏
注
(
1
)
論
文
四
頁
参
照
。

(
1
3
)
、
山
家
氏
と
家
永
氏
の
間
に
は
違
い
が
あ
る
。
山
家
氏
は
、
義
詮
期
の
仁
政
方
に
つ
い
て

 
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
(
同
氏
注
(
1
)
論
文
)
が
、
家
永
氏
は
義
詮
期
の
仁
政
方
に

 
も
検
討
を
加
え
ら
れ
(
同
氏
注
(
7
)
論
文
一
＝
頁
等
)
、
注
(
1
0
)
の
史
料
等
か
ら
仁
政
方
と

 
引
付
方
の
関
係
を
い
わ
ば
縦
の
関
係
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
同
前
＝
○
頁
)
。

(
1
4
)
、
例
え
ば
海
津
一
朗
氏
「
中
世
の
国
家
権
力
と
悪
党
」
 
(
『
歴
史
学
研
究
』
六
四
六
、
一

 
九
九
三
年
)
。

(
補
注
)

 
こ
の
拙
稿
で
は
、
史
料
團
か
ら
①
敦
賀
升
米
に
つ
い
て
、
御
前
沙
汰
で
「
奉
書
」
発
給
の
決

定
が
な
さ
れ
、
②
実
際
に
「
奉
書
」
が
発
給
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
が
、
②
に
つ
い
て

 
は
「
奉
書
」
で
な
く
「
御
教
書
」
が
発
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
 
「
御
教
書
」

 
に
は
「
奉
書
」
を
含
ま
な
い
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
史
料
圖
の
記
述
を
み
る
と
、
 
「
奉

 
書
」
発
給
の
決
定
自
体
を
特
別
視
し
て
い
る
よ
う
に
は
み
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
御
前
沙

 
汰
で
の
「
奉
書
」
発
給
決
定
が
こ
の
時
期
特
別
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
し
た
が
っ
て
、

時
の
御
前
沙
汰
で
の
「
奉
書
」

え
る
の
で
あ
る
。

右
の
①
の
史
料
の
記
述
も
な
お
検
討
の
余
地
を
残
す
が
、
当

発
給
決
定
と
い
う
あ
り
方
ま
で
否
定
す
る
必
要
は
な
い
と
考

［
付
記
］

最
後
に
、
小
論
を
な
す
に
あ
た
り
注
、
一
覧
の
備
考
に
記
し
た
よ
う
に
多
く
の
機
関
、
関
係

の
方
々
に
お
世
話
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
本
校
図
書
館
の
方
々
に
は
文
献
複
写
等
で
い
つ
も

お
世
話
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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湘
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回
黙
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。
。
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超
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叫
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珪
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矯
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嶺
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囲
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颯
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目
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お
ω
Q
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譜
噛
)
 
 
 
(
乙
舳
)

》

融
凶
夢
圏
捜
回
繭
(
課
)

濡
場
国
嶺
叶
嘩
「
』
迎
回
譲
申
の
飯
盛
(
油
)

手
録
圖
国
》
卦
餅
砦
二
重
温
露
三
三
三
十
＼
引
脹
刈
瑞
H
、
マ

黙
嬢
潟
済
囎

ω
颯
湯
N
・
b
。
・
刈
(
一
ω
ω
㊤
)

菰
鑑
四
(
斜
著
)
 
 
 
(
牌
旨
)

雑
飼
聖
画
譲
構
盤
頭
(
哲
亜
)

E
詠
鰍
醤
蝦
諒
潤
蒔
(
苫
壷
)

石
墨
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滑
琳

ら
颯
蔚
N
・
。
。
・
ミ
(
一
ω
。
。
O
)

菰
鑑
田
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(
滴
旨
V

〉

痔
田
野
嶺
叶
職
ヨ
塑
瞬
加
(
課
)

斗
戴
野
田
〉
泳
田
ウ
(
畑
V

蝶
颯
圖
十
二
陪
養
断
苗
温
薄
 
寧
ワ
＼
三
三
詩
刈
罪
H
、
マ

〉
窺
書
洋
才
咄
メ
 
H
。
。
。
。
b
。
⑫

α
螺
蔚
N
・
一
N
・
㊤
(
お
ω
O
)

輯
醗
田
(
説
着
〉
 
 
 
(
滴
旨
)

〉

渇
婦
〉
藻
嚇
曲
譲
構
澤
粛
(
曝
)

》
渇
研
陣
壽
瓜
'
団
潮
研
灘
囎
(
畑
)
(
麟
刈
田
お
浅
㌣
)

E
鉾
圖
》
陣
旨
引
餅
高
卑
副
'
'
'
'
泌
H
膳
O
三
十

剃
非
浸
咄
津

O
颯
豪
N
・
一
㌣
嵩
(
お
ω
O
)

叶
湘
画
磯
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鑑
田
 
(
斜
着
)
(
海
ト
)

》

翻
囲
井
田
弊
鉛
導
諮
瑞
憩
畔
(
課
V

薄
々
宙
嶺
×
汁
嵩
置
臨
(
畑
V

中
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野
藩
ミ
皿
嶺
痢
着
強

副
嶺
鴫
沸
翠
烈
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咄

刈
颯
瞬
ω
・
ω
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b
。
刈
(
一
ω
き
)

黄
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(
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男
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(
滴
旨
)

切

黙
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雲
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要
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回
(
哲
亜
)

灘
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誓
両
醸
(
哲
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)

燈
欝
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針
陪
Σ
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召
刈
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一
E
三
三
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黙
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済
麟
(
謙
皿
蜘
爵
着
M
一
)
)

o◎

颯
易
ω
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幽
・
舘
(
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ω
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)

明
暉
田
(
甜
着
)
 
 
 
(
輝
ト
)

》

暗
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舞
台
惑
譲
構
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二
(
哲
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)

欝
乎
卦
川
雲
獅
冬
空
手
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野
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)

薗
酋
圖
国
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や
坤
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汁
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図
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三

㊤
颯
蔚
ω
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刈
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嵩
(
一
ω
お
)

菰
曲
田
(
譜
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)
 
 
 
(
油
旨
)

ゆ
中
世
圖
酋
旨
卦
餅
譲
嚇
譲
針
(
課
)

旨
載
鵡
〉
》
臨
、
解
曙
(
蹄
)

着
旨
銑
田
強
三
門
鯨
濤

樹
果
略
二
子
(
謙
皿
蜘
斜
鞘
刈
こ
)

一
〇

颯
蔚
。
。
・
。
。
・
N
一
(
お
き
)

菰
堺
田
(
回
訓
)
 
 
 
(
油
旨
)

》

洲
蕪
〉
蘇
恥
強
譲
構
沫
愈
(
課
)

励
済
軒
降
喜
皿
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蹄
)

E
露
圖
》
庫
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司
田
醤
叫

洲
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咄
津
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諾
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斜
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ヨ
ε

目
螺
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ω
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㊤
・
N
刈
(
お
お
)

菰
霊
田
辺
竺
 
 
 
(
滴
ト
)

〉

渦
汁
蕪
譲
構
(
課
)

諒
甫
沫
羅
(
沁
)
(
疎
〉
鯛
箔
凝
♪
'
'
樹
)

滋
醤
画
譲
歯
語
即
蓬
環
湊
調
謙
 
彊
黒
餅
榔
躰
.
 
Y
翠
単
二
へ
『

掴
訟
鰍
滑
聯

昌
螺
蔚
ら
・
N
・
卜
。
刈
(
一
。
。
自
)

藪
謡
田
老
置
 
 
 
(
滴
旨
V

〉

汁
穿
期
慮
譲
栂
咄
諒
(
課
)

滋
揺
圖
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醤
》
齢
半
金
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)

滋
多
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剖
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・
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翻
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。
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岡
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哲
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哲
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陰
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副
聖
卦
陪
冴
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半
蕪
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冷
母
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無
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凶
搾
舜
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渇
咄
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識
皿
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斜
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5
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〉
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玉
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田
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冴
ト
茸
♪
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刊
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N
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＝
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油
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熱
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強
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◎
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